

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ボデ ィ ・ 価 値 価値の様式 制度化メディア 制度的資源 生 活 秩 序
ポリティック Institutional
BodyPolitic Value Mode Media Resource Life Order
有機的B.P. 有機的価値 生物学的欲求
'曇 ≡五
口 ロロ 家族 家 族 生 活 身体的秩序
Biological 制度的資源
OrganicB.P. OrganicV. Needs Language FamilyI.R. FamilyL. BodilyO.
生産的..
「
生産的価値 社会的欲求 労 働 経済 経 済 生 活 社会的秩序
制度的資源
ProductiveB.P ProductiveV. SocialWants Work EconomyI.R. EconomicL. SocialO.
リビ ド的B.P.
■
リビド的価値 リビ ド的表現 政 治 個人 個人的生活 リεド的秩序
Libidinal 制度的資源




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































科 学 的 世 界:合 理 性→ 思考 →社会学的論理化
↑11>→ 秩序
日常的社会的世界:日 常的常識的理性→ 口承 →実際的論理化
丁
野生(沈 黙)の 存在→身体
一
〇
〇
生
の
存
在
に
出
発
点
を
求
め
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
社
会
学
は
自
ら
が
成
立
し
て
き
た
歴
史
を
た
ど
る
必⑳
要
が
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
歴
史
を
忘
れ
る
の
で
は
な
く
,,Q
憶
(r
e
m
e
m
b
r
a
n
c
e
)
に
留
め
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
目
的
手
段
と
い
っ
た
関
係
で
現
実
を
捉
え
る
散
文
で
は
な
く
、
私
た
ち
の
生
活
に
本
質
的
で
あ
N
る
,,a
(p
o
e
t
ry
)
に
よ
っ
て
表
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
社
会
学
が
自
ら
の
歴
史
を
知
る
た
め
の
手
段
と
し
N
自
iI]
反
省
(r
e
fle
x
iv
ity
)
が
在
る
。
そ
の
自
己
反
省
は
、
絶
対
知
の
全
体
的
自
己
反
省
で
は
な
く
、
B
・
P
内
で
の
政
治
的
理
論
化
の
担
い
手
と
な
る
限
定
的
自
iL1
1P
C
省
(lim
ite
d
r
e
fle
x
iv
ity
)
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
超
越
論
的
に
構
成
さ
れ
る
自
己
反
省
で
は
な
く
、
制
度
と
し
て
の
自
己
反
省
で
あ
る
。
社
会
学
は
、
こ
の
制
度
化
さ
れ
た
自
己
反
省
に
よ
っ
て
、
文
化
、
階
級
、
伝
記
に
お
け
る
下
部
ー
構
造
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
こ
の
制
度
と
し
て
の
自
己
反
省
の
概
念
か
ら
批
評
(c
r
itiq
u
e
)
の
考
え
を
引
き
出
し
て
く
る
。
批
評
と
い
う
の
は
、
伝
統
と
反
抗
を
創
り
出
す
認
識
と
批
判
の
ア
ピ
ー
ル
に
あ
る
修
辞
学
的
性
質
を
解
釈
す
る
こ
と
で
あ
る
。
話
し
言
葉
や
読
解
や
著
作
に
あ
る
レ
ト
リ
ッ
ク
的
伝
達
手
段
に
注
目
し
解
釈
す
る
。
批
評
は
一
群
の
社
会
科
学
的
知
識
が⑭
地
平
的
に
開
示
し
て
い
る
こ
と
で
、
ま
た
、
集
団
所
属
と
伝
統
に
基
礎
づ
け
ら
れ
る
こ
と
で
可
能
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
自
己
反
省
と
批
評
が
可
能
に
な
る
た
め
に
は
、
記
憶
が
必
要
に
な
る
。
こ
の
記
憶
と
は
政
治
的
知
識
と
政
治
的
行
為
の
身
体
的
下
部
構
造
で
あ
る
。
革
命
の
科
学
的
文
化
と
同
様
に
、
文
学
、
芸
術
、
　
歌
、
詩
、
を
産
み
だ
す
。
ま
た
、
記
憶
は
自
由
と
正
義
を
内
的
に
産
み
だ
す
も
の
で
あ
り
、
抑
圧
か
ら
の
解
放
の
担
い
手
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
野
生
の
社
会
学
者
は
人
々
と
共
に
働
き
、
意
味
構
成
の
共
同
作
業
に
参
加
し
、
身
体
に
記
憶
と
し
て
留
め
な
け
れ
ば
な
ら
㊥
な
い
。
そ
の
と
き
、
人
々
や
世
界
と
絶
え
ざ
る
対
話
が
あ
っ
て
記
憶
が
可
能
と
な
る
。
そ
の
対
話
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
言
語
の
表
現
　
形
式
が
詩
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
言
語
i
科
学
言
語
、
日
常
言
語
ー
は
散
文
で
あ
る
前
に
詩
で
あ
る
。
野
生
の
社
会
学
者
は
詩
的
に
表
現
す
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
る
。
私
た
ち
の
精
神
的
な
も
の
を
直
接
に
表
現
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
表
現
さ
れ
た
そ
の
言
葉
の
意
　
味
を
一
方
的
に
押
し
つ
け
る
の
で
は
な
く
、
解
釈
者
は
自
ら
に
開
か
れ
た
地
平
の
知
識
に
も
と
づ
き
解
釈
す
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
る
。
結
局
、
「
野
生
の
」
と
い
う
言
葉
は
歴
史
的
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
詩
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
歴
史
的
と
い
う
こ
と
と
詩
的
と
い
う
こ
と
で
、
日
常
的
社
会
的
世
界
と
科
学
的
世
界
と
を
時
間
的
連
続
性
の
も
と
で
連
結
し
う
る
か
ら
で
あ
る
。
W
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
か
ら
、
オ
ニ
ー
ル
の
「
野
生
の
社
会
学
」
が
現
代
の
社
会
学
に
た
い
し
て
ど
の
よ
う
な
意
味
あ
い
を
持
ち
う
る
の
か
を
結
び
に
か
え
て
簡
単
に
論
じ
て
み
た
い
。
ま
ず
、
第
一
に
「
野
生
の
社
会
学
」
は
、
こ
れ
ま
で
社
会
学
的
伝
統
で
は
あ
ま
り
論
じ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
「身
体
の
社
会
学
」
(so
c
iolo
g
y
of
b
od
y
)
を
提
起
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
ミ
ク
ロ
と
マ
ク
ロ
の
二
つ
の
レ
ベ
ル
で
身
体
の
社
会
学
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ミ
ク
ロ
レ
ベ
ル
で
は
、
他
者
や
世
界
と
の
関
係
づ
け
の
接
点
を
身
体
に
置
き
、
表
現
・
認
知
の
主
体
を
身
体
と
す
る
こ
と
で
、
言
語
的
意
味
以
前
の
意
味
ー
た
と
え
ば
、
単
な
る
喧
噪
に
す
ぎ
な
い
か
の
よ
う
な
ウ
ッ
ド
。
ス
ト
ッ
ク
な
ど
の
ロ
ッ
ク
・
コ
ン
サ
ー
ト
や
現
代
の
視
聴
覚
文
化
1
を
理
解
し
う
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
単
な
る
技
術
に
還
元
し
え
な
い
労
働
や
行
為
ー
手
術
、
ピ
ア
ノ
演
奏
、
綱
渡
り
な
ど
ー
も
理
解
し
う
る
だ
ろ
う
。
マ
ク
ロ
レ
ベ
ル
で
は
、
身
体
を
結
節
点
と
す
る
社
会
構
造
論
へ
の
展
開
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
と
き
の
社
会
的
行
為
の
主
体
は
身
体
で
あ
る
。
身
体
的
主
体
は
身
体
を
と
り
ま
く
諸
価
値
を
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
他
者
と
相
互
作
用
を
行
な
い
制
度
化
す
る
。
そ
れ
と
同
時
に
身
体
的
主
体
は
構
造
化
さ
れ
る
。
身
体
を
外
在
的
に
拘
束
オ
ニ
ー
ル
の
「斷
生
の
社
会
学
」
に
つ
い
て
一
〇
一
佛
教
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
十
號
一
〇
二
す
る
社
会
構
造
が
考
え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
オ
ニ
ー
ル
の
B
・
P
論
は
こ
の
点
を
論
じ
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
身
体
主
体
の
社
会
構
造
論
か
ら
、
性
的
な
身
体
的
特
性
の
違
い
を
超
え
て
男
女
平
等
を
唱
え
る
ウ
ー
マ
ン
・
リ
ブ
運
動
や
身
体
的
若
さ
ゆ
え
の
若
者
反
抗
な
ど
は
解
明
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
第
二
に
、
「
野
生
の
社
会
学
」
は
社
会
学
の
限
界
を
考
え
さ
せ
る
。
こ
の
「
野
生
の
」
と
い
う
言
葉
は
、
認
識
上
で
も
社
会
的
活
動
上
で
も
秩
序
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
野
生
の
社
会
学
者
は
そ
の
野
生
の
存
在
か
ら
出
発
す
る
の
で
あ
る
。
日
常
世
界
と
科
学
的
世
界
と
が
連
続
し
て
い
る
限
り
は
、
そ
の
秩
序
づ
け
に
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
日
常
言
語
-
詩
ー
で
も
っ
て
人
々
と
共
に
意
味
を
創
る
と
い
う
共
同
作
業
に
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
変
革
を
求
め
る
人
々
と
共
に
新
た
な
秩
序
を
創
る
共
同
作
業
に
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
だ
が
そ
の
と
き
、
日
常
的
活
動
と
社
会
学
的
活
動
1
こ
の
場
合
、
共
同
の
秩
序
構
成
1
と
が
同
じ
次
元
で
成
立
す
る
も
の
な
ら
ば
、
社
会
学
の
学
と
し
て
の
独
自
性
ー
オ
ニ
ー
ル
は
こ
の
独
自
性
を
否
定
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
の
だ
が
ー
を
ど
の
よ
う
に
し
て
持
ち
う
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
人
々
と
同
一
の
時
・
空
間
で
の
秩
序
構
成
作
業
が
理
論
化
よ
り
も
優
先
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
理
論
化
な
き
社
会
学
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
社
会
学
は
新
た
な
秩
序
を
求
め
る
人
々
に
何
を
な
し
う
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
問
に
答
え
よ
う
と
す
る
努
力
が
「
自
己
反
省
の
社
会
学
」
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
オ
ニ
ー
ル
の
「
野
生
の
社
会
学
」
で
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
野
生
の
社
会
学
者
像
は
、
教
壇
に
身
を
置
き
な
が
ら
自
分
の
フ
ィ
ー
ル
ド
に
お
い
て
日
常
の
人
々
と
共
同
作
業
を
す
る
社
会
学
者
で
は
な
く
、
日
常
の
人
々
が
社
会
学
を
す
る
姿
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
今
、
教
壇
に
あ
る
社
会
学
者
の
仕
事
は
、
支
配
の
構
造
ー
抑
圧
者
の
眼
で
被
抑
圧
者
を
み
る
こ
と
に
同
化
す
る
こ
と
な
く
、
日
常
の
人
々
を
社
会
学
者
と
な
る
べ
く
教
化
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
と
き
科
学
と
日
常
的
常
識
的
知
識
と
価
値
と
の
間
の
政
治
的
関
係
を
人
々
に
分
か
ら
せ
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
こ
れ
は
フ
レ
イ
レ
(F
re
ire
,
P
°
)
の
い
う
「
意
識
化
」
(o
o
守
⑧
s
c
ie
n
ti
z
a
tio
n
)
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
オ
ニ
ー
ル
の
「
野
生
の
社
会
学
」
は
、
や
や
も
す
れ
ば
管
理
主
義
的
に
な
り
が
ち
な
現
代
の
社
会
学
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
と
い
う
点
で
評
価
さ
れ
よ
う
。
だ
が
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の
問
題
が
残
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
で
留
ま
っ
て
い
る
「
野
生
の
社
会
学
」
の
今
後
の
展
開
を
期
待
し
た
い
。
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p
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h
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i
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r
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『
精
神
・
自
我
・
社
会
』
、
稲
葉
三
千
男
、
滝
沢
正
樹
、
中
野
収
.
訳
、
青
木
書
店
、
一
九
七
三
。
⑤
O
'N
e
i
l
l,
J
.
1
9
7
3
,
o
p
°
c
it
.,
p
.
9
3
・
⑥
T
b
i
d
°
竈
゜
9
3
-
9
7
.
　
I
b
i
d
.
p
p
.
9
7
-
9
8
.
⑧
I
b
i
d
°
　
p
.
1
o
o
-
i
o
a
.
⑨
B
o
d
y
P
o
l
i
t
ic
と
い
う
言
葉
は
英
和
辞
曲
ハ
な
ど
で
は
「
国
家
」
オ
ニ
ー
ル
の
「
野
生
の
社
会
学
」
に
つ
い
て
と
い
う
訳
が
出
て
い
る
が
、
「
共
通
の
治
安
、
防
衛
、
福
祉
の
た
め
に
、
共
通
の
権
力
に
よ
っ
て
一
人
格
と
し
て
統
合
さ
れ
た
多
数
の
人
間
」
(
ホ
ッ
ブ
ズ
)
や
「
社
会
団
体
+
政
治
組
織
」
(
ウ
ィ
ロ
ビ
ー
)
や
「
最
高
の
地
縁
的
団
体
」
(
ラ
ス
ウ
ェ
ル
)
(『
政
治
学
辞
典
』
、
下
中
邦
彦
編
、
平
凡
社
、
昭
和
二
九
年
、
朔
二
六
八
頁
)
と
あ
る
よ
う
に
「
国
家
」
と
は
区
別
さ
れ
る
。
オ
ニ
ー
ル
は
こ
れ
ら
の
意
味
と
も
異
な
っ
た
独
自
の
意
味
で
用
い
て
い
る
。
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